
[話題提供] 低水温飼育によるクニマス親魚の成熟促進と採卵成績の向上 

[要約] クニマス親魚を 8-9℃の低水温下で養成した場合、成熟個体の出現率が増加する

とともに、卵質が向上し採卵成績が向上した。 

[担当] 山梨県水産技術センター・忍野支所 青柳敏裕  
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[背景・ねらい] 

 天然親魚から得られた養殖第一世代のクニマスは、忍野支所の飼育環境(水温 12.5℃)に

おいて順調な成長を示すものの、成熟個体の出現率が低いことに加えて卵質が極端に悪い

ため、第二世代の量産が困難となっている。そこで成熟に関与する主要因である親魚養成

水温の影響を明らかにする。  

 

[成果の内容・特徴] 

１．西湖クニマス展示館において水温 9℃の条件下で飼育した場合、成熟個体の出現率、

採卵成績ともに忍野支所での飼育に比べて大幅に向上する（表 1,2）。 

 

２．忍野支所において水温 8℃の条件下で飼育した場合、成熟個体の出現率、採卵成績と

もに忍野支所通常水温(12.5℃)での飼育に比べて向上する（表 1,2）。  

 

 [成果の活用上の留意点] 

 安定的に次世代を大量生産するためには本種の飼育特性改善のための育種が必要である。 

 

[期待される効果] 

 クニマスの域外保全と水産利用並びに展示施設等での活用 

 

  



[具体的データ] 

表 1 成熟個体出現状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 採卵成績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 孵化直後のクニマス仔魚 
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